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市道路線認定及び廃止現地を委員会視察[image: image3.jpg]
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　　　　　東海市、廿日市市　行政視察
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さばえっこ図書ボランティアネットワーク
リーダー研修
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　平成22年10月～
	A　教育長　男女が一緒にできるものは一緒にやっていく。基本は異性について正しい理解を深め人権を尊重することが大事で、生物学的に差があることを抜きにして極端な考え方は問題という認識でいる。
Q子ども虐待を見すごさない児童相談施設や相談支援員など体制強化と地域社会が大切と思うが？
A 理事者　相談援助活動は、要保護対策地域協議会で包括的に対応している。今年から法務局、里親会の参加で体系的に進めている。また母子保健事業実施事業とも連携し防止啓発などに努めている。
Q配偶者暴力･性的暴力など人権問題に対する安心して相談できる相談支援の一元化を図った体制作りが必要ではないか？
A 理事者　丹南健康福祉センターに女性相談員がおられるが、市に訪れられる人の均一な相談体制や適切な処置をしなければならないと思う。市の相談窓口を充実させることと県や警察と密接な連携にも努める。
Q子宮頸がんワクチン導入にあたり、市の対応は？　国立感染症研究所のファクトシートによると慎重に進めるべきだと考える、また若い世代の検診率向上と性教育の充実を要望したい。
A 理事者　すでに感染している場合治癒できない、100％予防できないが、予防ワクチンとして有望と考える。ワクチン接種に当たっては対象者、保護者に適切な情報を提供し慎重に進める。検診にも力を入れる。
(２）子どもの権利と自立について
Q子ども時代の読書は、総合的な力･自立できる人間性が培われると思うが、文化の館や学校が担う役割は？　学校図書支援員制度が終わる24年度からは？
A・理事者　読み聞かせ等ボランティアの皆様と協力して文化の館では小さいときから本の楽しさに触れながら成長できる環境づくりに努めている。新たな子ども読書活動推進計画策定にも取組んでいる。読書は人間形成に極めて重要と考えている。
A・教育長　学校図書支援員制度は緊急雇用対策事業なので基本的に終了。評価が高い事業なので、他の方法でいい方法を考えていく。
Q子どもの権利を明確にし、子ども自身が自らの成長をデザインする環境や条件整備が必要と思うが？　　　　　　A・理事者　子育て支援育成行動計画の中で、子どもの尊重と社会全体による支援を位置づけている。子育て支援と子ども支援の2本柱で事業を進めいく。
（3）給食野菜地場産流通システムについて

Q給食野菜食材の自給率アップのために、市内一円に供給できる流通システムを構築し、機能させてみたら？
A・理事者　農村主婦会や農家、学校給食畑から児童たちが収穫した農産物等で地場産に努めている。地場産野菜給食の日を年2回設け、11月には全小学校地場産野菜で100％まかなった。小学校に持って回れるシステム、生産者グループの高齢化も想定されるので、県の事業等活用しながらJAたんなんに野菜運搬車や保冷庫での供給体制や整備を地場産給食野菜協議会等と連携もとりながら図っていきたい。


◆主な議員活動・視察研修等（平成22年10月～）
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鯖江市議会議員木村愛子（志鯖同友会）
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あけましておめでとうございます。


市民のみな様には、ご健勝にて日々お過ごしのこととお喜び申し上げます。


「安全安心な、ものづくりのまち、子どもたちの将来に、ゆめの広がる鯖江のまちづくり」のために、皆様と共にがんばっています。“生活者の視点”と“現場主義”がモットーです。


12月の定例議会の概要と、木村の一般質問の主な内容をダイジェストでお知らせします。


12月定例議会


�（議案審議中の産業経済委員会）


　12月議会（11月25日～12月17日）が再開され、1億4530万円の本年度一般会計補正予算案、下水道料金を引き上げる下水道条例など12議案を可決した。また国の補正予算成立を受けた12億4800万円の一般会計･追加補正予算、鯖江市知の地域づくり臨時基金条例の制定など2議案も追加上程され、来年度以降予定されていた事業を前倒した緊急経済対策の意味合いも強いため、工事等の発注スケジュールなど確認するなど、委員会審議を経て可決した。


請願4件を採択、環太平洋連携協定（TPP）交渉参加に反対する意見書、米価の大暴落に歯止めをかけるよう政府に対策を求める意見書、免税軽油制度の継続を求める意見書など、議員発議による意見書3件を可決し、閉会した。


【12月定例議会での木村の一般質問～主な内容】　　


�


（１）男女共同参画と相談業務等について


Q男女共生の視点に立った学級作り･授業づくりの学校現場での現状と課題は？　なお男女平等が行き過ぎないように要望する。　　　　　　　裏面に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











公立保育所自園給食











鯖江市食育推進計画策定





福武線西山公園の駅舎リニュアール





「安全安心な、ものづくりのまち、子ども達の将来に向かって夢のもてる・夢の広がる鯖江のまちづくり」に、生活者の視点で、これからも現場主義で、子ども達のために、鯖江市のためにガンバリます！　


あなたとともに。

















　








１うるしの里会館｢朝市｣　2中山公園で、記念植樹　3「継体大王ミニ講座」　4漆器組合青年部道路標柱塗り替え作業　5パンダサミット　6市総合防災訓練　7絵手紙「エコカレンダー」ロビー展示　8婦人ソフトバレーボール大会　９市連合婦人会文化祭　10エコネットで生物多様性学習会　11エコビジネス講座　12越の郷地球環境会議で、宮脇昭方式の森林公園研修　13女性議員の会｢議会改革｣研修　14市役所でのDV研修会　15会派行政視察　16中山間地における防災シンポジューム17まなべの館・久里洋二ギャラリートーク








